


熱演トッキッキダンス

　
お
と
と
し
に
並
ぶ
、
暖
冬
少
雪
と
な
っ

た
今
年
。
２
月
上
旬
に
は
、
吉
田
競
技
場

の
積
雪
は
約
40
㎝
と
例
年
の
４
分
の
１
以

下
と
な
り
、
競
技
場
の
一
部
の
地
面
が
露

出
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
万
全
を
期
す
た
め
、
開
催
を
目

前
に
控
え
た
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
の

８
日
間
、
競
技
場
内
へ
の
雪
入
れ
を
開

始
。
競
技
役
員
や
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
の

も
と
、
ダ
ン
プ
約
７
７
０
台
分
の
雪
を
搬

入
し
ま
し
た
。大
会
前
日
の
16
日
か
ら
は
、

適
量
の
降
雪
が
あ
り
、
白
銀
の
コ
ー
ス
で

の
競
技
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
17
日
に
湯
沢
カ
ル
チ
�
ー
セ
ン
タ

ー
（
湯
沢
町
）
で
行
わ
れ
た
開
会
式
に

は
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
、
47
都

道
府
県
の
参
加
選
手
や
役
員
な
ど
約
２
、

３
０
０
人
が
参
加
。
炬
火
点
火
で
は
、
会

場
と
な
る
十
日
町
市
、
湯
沢
町
、
津
南
町
、

妙
高
市
と
中
越
大
震
災
で
全
村
避
難
し
た

旧
山
古
志
村
（
現
長
岡
市
）
で
採
火
し
た

新
潟
県
の
火
が
灯
さ
れ
、
熱
戦
の
火
ぶ
た

が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
の
炬
火
を
点
火
し
た
新
潟
県
選

手
団
の
春
日
寿
さ
ん
（
高
田
自
衛
隊
・
吉

田
中
出
　
写
真
左
上
）
は
、「
地
元
開
催
の

国
体
で
炬
火
の
点
火
が
で
き
て
と
て
も
光

栄
で
す
。
競
技
で
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と
心

に
誓
い
ま
し
た
」
と
緊
張
の
面
持
ち
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
18
日
か
ら
競
技
が
始
ま
り
、
各
会
場
で

は
選
手
の
活
躍
と
と
も
に
、
地
元
の
皆
さ

ん
に
よ
る
競
技
関
係
者
や
来
場
者
へ
の

「
お
も
て
な
し
」
が
な
さ
れ
、
地
域
を
挙

げ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
個
人
競
技
に
は
、

新
潟
県
選
手
団
の
う
ち
十
日
町
勢
が
16
人

出
場
。
大
会
間
際
に
降
っ
た
新
雪
で
、
ワ

ッ
ク
ス
調
整
が
難
し
い
コ
ー
ス
状
態
の

中
、
少
年
女
子
（
５
㎞
）
で
宮
尾
彩
子
さ

ん
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）
が
準
優
勝
、

本
山
育
未
さ
ん
（
小
出
高
３
年
・
松
之
山

中
出
）
が
３
位
と
な
る
な
ど
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。
宮
尾
さ
ん
は
、「
自
分
の
滑
り

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
き
れ
ば

も
う
１
回
滑
り
直
し
た
い
で
す
」と
話
し
、

本
山
さ
ん
も
、「
思
い
ど
お
り
だ
っ
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。詰
め
が
甘
か
っ
た
か
な
」

と
レ
ー
ス
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
男
子
で
は
、
少
年
男
子
（
10
㎞
）　
で

宮
沢
大
志
さ
ん
（
十
日
町
高
２
年
）
が
準

優
勝
、
成
年
男
子
Ｃ
（
５
㎞
）　
で
高
橋

哲
成
さ
ん
（
津
南
中
教
諭
・
十
日
町
中
出
）

が
準
優
勝
と
な
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
昨
年

の
大
会
よ
り
順
位
を
上
げ
る
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
宮
沢
さ
ん
は
、「
ち
ょ
っ
と
焦

っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
自
分
よ
り
ほ
か
の
走

者
に
神
経
を
使
い
す
ぎ
た
気
が
し
ま
す
」

と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
夏
か
ら
上
半
身
の
強
化
に
努
め
ま

し
た
。
地
元
の
コ
ー
ス
で
よ
く
知
っ

て
い
る
の
で
、
登
り
は
粘
っ
て
後
半

の
下
り
で
勝
負
を
か
け
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
良
い
報
告
が
で
き
ま
す
。

成
年
男
子
Ｃ
（
５
㎞
）

準
優
勝

高
橋
哲
成
さ
ん

記
録
的
な
少
雪
の
中
で
の
大
会

ト
キ
め
き
も
の
国
体
開
会
式
に
立
つ

成
年
男
子
リ
レ
ー
。
中
島
有
基
さ
ん
︵
２
走

：

左
︶
か
ら
村
山
草
太

さ
ん
︵
３
走
︶
へ
の
タ
�
チ

　
吉
田
競
技
場
で
行
わ
れ
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
は
、
18
日
㈬
に
個
人
競

技
（
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
）
が
、
19
日
㈭
・
20
日
㈮
に
リ
レ
ー
競
技
（
フ
リ
ー
走
法
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
声
援
が
飛
び
交
う
会
場
で
は
十
日
町
勢
選
手
が
活

躍
し
、
ス
キ
ー
王
国
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
青
年
部

会
・
㈳
十
日
町
青
年
会
議
所
08
社
会
開
発

委
員
会
・
十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
の

３
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
有
志
が
制
作
し
た

﹁
ト
キ
め
き
も
の
﹂
が
、
開
会
式
で
司
会

を
務
め
た
廣
川
明
美
さ
ん
︵
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟

総
合
テ
レ
ビ
︶
着
用
に
よ
り
舞
台
初
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
キ
め
き
も
の
を
企
画
し
た
千
原
祥
一

さ
ん
︵
本
町
１
・
45
歳
︶
に
聞
き
ま
し
た
。

　
え
り
元
は
着
る
人
の
顔
を
引
き
立
て
る

た
め
に
生
地
の
白
色
を
生
か
し
、
裾
に
か

け
て
ぼ
か
し
を
掛
け
て
「
と
き
色
」
か
ら

赤
色
に
と
色
調
を
整
え
ま
し
た
。
新
潟
国

体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ト
ッ
キ
ッ
キ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
の
も
、
こ
の
大
会
に
合
わ

せ
た
遊
び
心
。
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が

ら
、
き
も
の
の
ま
ち
ら
し
い
何
か
が
で
き

な
い
か
と
思
い
、
若
者
ら
し
い
発
想
で
楽

し
い
こ
と
か
ら
元
気
を
出
し
て
行
こ
う

と
、
こ
の
企
画
を
思
い
付
き
ま
し
た
。
そ

れ
も
、
き
も
の
産
地
な
ら
で
は
の
技
術
的

裏
付
け
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
も
の
。
染

め
や
手
書
き
の
職
人
さ
ん
の
技
を
ふ
ん
だ

ん
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
地
域
産
業
の
技

術
を
生
か
し
、
国
体
の
宣
伝
効
果
に
乗
っ

て
全
国
に
知
っ
て
も
ら
え
る
と
、一
層「
き

も
の
の
ま
ち
十
日
町
」
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　鐙島小学校の５・６年生と吉田小学
校の５年生の児童36人が、国体に向

けて練習してきたトッキッキダンスを

披露。休憩所（吉田ふれあいスポーツ

センター）に詰めかけた競技選手や観

戦者などを熱気に包みました。

古沢幸弥さん（鐙島小６年）

　ダンスのステップやみんなで息を合

わせるのが難しかったけど、スマイル

を心がけて楽しく踊れました。

関口恭さん（吉田小５年）

　選手の皆さんを応援しようと一生懸

命練習しました。たくさんの人に喜ん

でもらえてうれしいです。

　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
第
64
回
国
民
体
育
大
会
﹁
ト
キ
め

き
新
潟
国
体
﹂
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
、
２
月
17
日
㈫
�
20

日
㈮
ま
で
の
４
日
間
、
湯
沢
町
・
十
日
町
市
・
南
魚
沼
市
な
ど
７

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
潟
県
は
十
日
町
勢
の
活
躍
も
あ
り
、

天
皇
杯
（
男
女
総
合
成
績
第
１
位
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
（
吉
田
競
技
場
）
で
行
わ
れ

た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
で
は
、
十
日
町
勢
４
人
で
組
ん
だ
女

子
リ
レ
ー
を
は
じ
め
、
成
年
男
子
リ
レ
ー
、
少
年
男
子
リ
レ
ー
で

も
新
潟
県
チ
ー
ム
が
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
十
日
町
勢
が
実
力
を

発
揮
。地
元
開
催
の
冬
季
国
体
に
輝
か
し
い
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、十
日
町
市
へ
訪
れ
た
全
国
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
よ
う
と
、

地
元
の
各
団
体
や
小
・
中
・
高
生
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

大
会
を
支
え
ま
し
た
。
こ
の
﹁
お
も
て
な
し
﹂
の
心
が
、
温
か
み

の
あ
る
大
会
を
印
象
付
け
ま
し
た
。（
次
号
で
紹
介
）

トキめき新潟国体 開会式

本山さん

2市報とおかまち『だんだん』平成21年2月25日号市報とおかまち『だんだん』平成21年2月25日号3

伝えよう　感謝の気持ちを　トキめきを

トキめき新潟国体 開催
伝えよう　感謝の気持ちを　トキめきを伝えよう　感謝の気持ちを　トキめきを
第64回 国民体育大会冬季大会スキー競技会
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バ
イ
ア
ス
ロ
ン

会
場

：

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
ス
キ
ー
場

　
　
　
特
設
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場

　
２
月
19
日
㈭
、
津
南
町
で
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
銃
３
×
７
・
５
㎞
リ
レ
ー

で
新
潟
県
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
、
メ
ン
バ
ー
の
一

人
・
山
崎
徹
選
手
（
高
田
自
衛
隊
・
川
西
中
出
）

が
個
人
成
績
で
見
事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

山
崎
徹
さ
ん

　
リ
レ
ー
は
悔
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
個

人
と
し
て
は
上
出
来
で
し
た
。

上
村
孝
二
さ
ん
（
高
田
自
衛
隊
・
十
日
町
中
出
）

　
目
標
は
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
ラ
イ
バ
ル
の
北
海

道
に
負
け
て
と
て
も
悔
し
い
で
す
。

村
山
健
吾
さ
ん
（
高
田
自
衛
隊
）

　
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
３
月
の
全
日
本
、
宮

様
大
会
で
は
優
勝
し
た
い
で
す
。

写真左から上村さん、村山さん、山崎さん

︻
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
︼

◆
少
年
女
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
②
宮
尾
彩
子
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）
③
本

山
育
未
（
小
出
高
３
年
・
松
之
山
中
出
）
④
中
島
由
貴
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）

◆
少
年
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
②
宮
沢
大
志
（
十
日
町
高
２
年
）
⑥
緒
方
恭

介
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）
⑦
児
玉
翔
平
（
十
日
町
高
１
年
）

◆
成
年
男
子
Ａ
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
⑤
村
山
草
太
（
日
本
大
学
・
松
之
山
中
出
）

⑥
中
島
有
基
（
高
田
自
衛
隊
・
中
里
中
出
）

◆
成
年
男
子
Ｂ
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
⑥
春
日
寿
（
高
田
自
衛
隊
・
吉
田
中
出
）

◆
成
年
男
子
Ｃ
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
②
高
橋
哲
成
（
津
南
中
教
諭
・
十
日
町
中
出
）

◆
女
子
４
×
５
㎞
リ
レ
ー
＝
①
新
潟
県
︿
１
走

：

中
島
由
貴
、２
走

：

本
山
育
未
、

３
走

：

小
林
美
貴
（
日
本
大
学
・
下
条
中
出
）、
４
走

：

宮
尾
彩
子
﹀

◆
少
年
男
子
４
×
10
㎞
リ
レ
ー
＝
①
新
潟
県
︿
１
走

：

緒
方
恭
介
、
２
走

：

櫻

井
剛
（
小
出
高
２
年
）、
３
走

：

望
月
崇
之
（
八
海
高
３
年
）、
４
走

：

宮
沢
大
志
﹀

◆
成
年
男
子
４
×
10
㎞
リ
レ
ー
＝
①
新
潟
県
︿
１
走

：

春
日
寿
、
２
走

：

中
島

有
基
、
３
走

：

村
山
草
太
、
４
走

：

神
津
正
昭
（
㈱
ブ
ル
ボ
ン
）﹀

︻
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
︼

◆
一
般
銃
３
×
７
・
５
㎞
リ
レ
ー
＝
②
新
潟
県
︿
１
走

：

上
村
孝
二
（
高
田
自
衛

隊
・
十
日
町
中
出
）、
２
走

：

村
山
健
吾
（
高
田
自
衛
隊
）、
３
走

：

山
崎
徹
（
高

田
自
衛
隊
・
川
西
中
出
）﹀

◆
一
般
銃
７
・
５
㎞
個
人
＝
①
山
崎
徹
⑤
上
村
孝
二

トキめき新潟国体　競技結果（敬称略）

　２月18日㈬・19日㈭の２日間、松之山温泉スキー場

でフリースタイルスキー・モーグル競技が行われまし

た。コース内のエア台やコブに積もった雪の排雪作業の

ため、予定より30分遅れでの開始となりましたが、競

技は順調に進み、表彰式は予定どおり行われました。

　会場では、地元婦人グループ「松之山女性ネットワー

ク」の皆さんがなめこ汁やホットコーヒー、熱い麦茶の

無料サービスを行い、選手や観客の皆さんをもてなしま

した。同グループ代表の高橋紀美子さんは、「松之山温

泉スキー場に来た選手や役員、応援の皆さんに体を温め

てもらおうと、ゆきぐに森林組合からなめこを寄付して

もらい、なめこ汁

などのサービスを

行いました。“体

が温まり、おいし

かった”ととても

好評でした」と話

していました。
大会コーディネーター

村山　英明さん
（松之山温泉スキー場

支配人）

　
開
催
直
前
の
土
曜
日
ま
で
雪
が
少
な
く

て
、
ど
う
し
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
コ

ー
ス
に
硫
安
を
ま
い
て
ベ
ー
ス
を
固
め
、

月
曜
日
か
ら
の
雪
を
期
待
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
ち
ょ
う
ど
う
ま
く
雪
が
降
っ
て
助
か

り
ま
し
た
。
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
ス
タ

ッ
フ
や
県
連
、
松
之
山
ス
キ
ー
協
会
、
温

泉
組
合
、
松
之
山
支
所
、
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
大
会
が
成
功
し
ま

し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

デモンストレーションとしてのスポーツ行事

フリースタイルスキーモーグル

中
島
由
貴
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
）

　
初
め
て
の
国
体
で
リ
レ
ー
に
も
出
場
で

き
て
光
栄
で
す
。
登
り
に
は
自
信
が
あ
り

ま
し
た
が
、
実
力
以
上
の
力
を
出
せ
た
気

が
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
で
す
。

本
山
育
未
さ
ん
（
小
出
高
）

　
昨
日
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
頑
張
り
ま
し

た
。
後
ろ
か
ら
来
る
選
手
を
気
に
せ
ず
、

自
分
の
滑
り
に
徹
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の

思
い
が
か
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。

小
林
美
貴
さ
ん
（
日
本
大
学
）

　
連
覇
で
き
て
責
任
を
果
た
し
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
フ
リ
ー
走
法
が
得
意
な
の
で

今
日
は
の
び
の
び
で
き
ま
し
た
。
持
っ
て

い
る
力
以
上
の
も
の
が
出
せ
ま
し
た
。

宮
尾
彩
子
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
）

　
新
潟
県
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
ん
だ

と
思
っ
た
ら
、
昨
日
は
緊
張
し
て
い
て
眠

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
き
な
声
援
に
後
押

し
さ
れ
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

春
日
寿
さ
ん
（
高
田
自
衛
隊
）

　
地
元
の
大
会
で
勝
て
て
う
れ
し
い
で

す
。
第
１
走
は
流
れ
を
作
る
役
な
の
で
プ

レ
ッ
シ
�
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
の

滑
り
も
よ
く
、い
い
走
り
が
で
き
ま
し
た
。

中
島
有
基
さ
ん
（
高
田
自
衛
隊
）

　
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
地
元
で
結
果

を
出
せ
て
う
れ
し
い
で
す
。
会
場
の
大
き

な
声
援
が
聞
こ
え
な
い
く
ら
い
、
自
分
の

滑
り
に
集
中
し
ま
し
た
。

村
山
草
太
さ
ん
（
日
本
大
学
）

　
平
常
心
で
い
こ
う
と
努
め
ま
し
た
。
レ

ー
ス
後
半
で
ト
ッ
プ
を
抜
い
て
一
気
に
モ

チ
ベ
ー
シ
�
ン
が
あ
が
り
、
こ
の
ま
ま
次

走
者
に
つ
な
ご
う
と
必
死
で
し
た
。

女
子
リ
レ
ー
（
４
×
５
㎞
）

優
勝
 
新
潟
県
チ
�
ム

（
中
島
由
貴
、
本
山
育
未
、
小
林
美
貴
、  

宮
尾
彩
子
）

成
年
男
子
リ
レ
ー
（
４
×
10
㎞
）

優
勝
 
新
潟
県
チ
�
ム

（
春
日
寿
、
中
島
有
基
、
村
山
草
太
、

神
津
正
昭
）

　大会２日目の19日㈭には女子リレーが行われ、メンバー４人とも十日町勢で組んだ新潟県

チームが見事４連覇。翌20日㈮に行われた少年男子リレーも同じく４連覇を達成しました。

また、同日行われた成年男子リレーも新潟県チームが５大会ぶりとなる優勝を飾り、地元開

催地としてトキめき新潟国体に花を飾りました。

クロスカントリー競技クロスカントリー競技クロスカントリー競技

リレー３部門 新潟県チームが制覇リレー３部門 新潟県チームが制覇

女子リレー新潟県チーム（左から中島さん、
本山さん、小林さん、宮尾さん）

成年男子リレー新潟県チーム（左から
神津さん、村山さん、中島さん、春日
さん） 少年男子リレー新潟県チーム（左から

宮沢さん、望月さん、櫻井さん、緒方
さん）

　
女
子
チ
ー
ム
は
２
位
と
18
秒
差
、
少
年

男
子
も
３
分
以
上
の
差
を
付
け
て
優
勝
。

成
年
男
子
は
、
ゴ
ー
ル
際
の
接
戦
を
制
し

０
・
２
秒
差
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
に
出
場
し
た
十
日
町
勢
選
手
た

ち
の
声
で
す
。

緒
方
恭
介
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
）

　
ス
タ
ー
ト
前
の
成
年
男
子
の
レ
ー
ス
に

勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
勝
負
は
前
半
だ

と
思
い
、
最
初
か
ら
飛
ば
し
て
い
き
ま
し

た
。
身
体
も
よ
く
動
い
て
ベ
ス
ト
で
す
。

宮
沢
大
志
さ
ん
（
十
日
町
高
）

　
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。
前
の
３
人

が
作
っ
た
タ
イ
ム
差
を
縮
め
ら
れ
な
い
よ

う
に
懸
命
で
し
た
。
本
当
に
い
い
仲
間
と

チ
ー
ム
が
組
め
て
、
最
高
の
レ
ー
ス
で
す
。

少
年
男
子
リ
レ
ー
（
４
×
10
㎞
）

優
勝
 
新
潟
県
チ
�
ム

（
緒
方
恭
介
、
櫻
井
剛
、
望
月
崇
之
、

宮
沢
大
志
）

〈入賞者のみ〉
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　２月８日㈰、第38回市民スキー選手権大会（クロスカントリー競技）が吉田クロスカントリー競

技場で、第４回市民スキー選手権大会（アルペン競技）が松代ファミリースキー場で開催されました。

各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

激走！市民スキー選手権大会

第
38
回
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
︵
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
︶

種　別 １　　位

小学２年以下男子 小野塚光星（吉田小）

小学２年以下女子 丸山来夢（吉田小）

小学３年男子 佐野　翼（鐙島小）

小学３年女子 濱野愛美（吉田小）

小学４年男子 佐藤　寛（吉田小）

小学４年女子 高橋　柚（吉田小）

小学５年男子 関口　恭（吉田小）

小学５年女子 大熊百合菜（吉田小）

小学６年男子 宮崎大樹（吉田小）

小学６年女子 佐野涼香（鐙島小）

中学男子 酒井正善（吉田中）

中学女子 春日愛由実（吉田中）

小学男子リレー 宮崎大樹、児玉俊介、林　昂平（吉田嵐Ａ）

小学女子リレー 児玉美希、大熊百合菜、高橋梢（吉田雪だるまＡ）

中学男子リレー 吉澤　悟、尾身勇気（吉田中Ｃ）

中学女子リレー 児玉倫花、大熊鈴香（吉田中Ｅ）

第
４
回
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
︵
ア
ル
ペ
ン
︶

種　別 １　　位

小学３年以下男子 小野塚岳人（松里小）

小学３年以下女子 小泉千秋（下条小）

小学４年男子 小口紋炉（松之山ＳＪ）

小学４年女子 志賀聖子（松之山ＳＪ）

小学５年男子 柳　瑛人（松里小）

小学５年女子 志賀愛恵（松之山ＳＪ）

小学６年男子 志賀祥和（松之山ＳＪ）

小学６年女子 植木綾乃（松之山ＳＪ）

中学男子 小泉健太郎（下条中）

中学女子 上野　楓（南中）

成年女子 太田　恵（新座保育園）

成年男子Ａ 水落達也（八海高校）

成年男子Ｂ 柄澤健太（十日町ＳＫ）

成年男子Ｃ 宮沢徹也（十日町消防署）

成年男子Ｄ 富井　孝（当間ＳＣ）

全
国
高
等
学
校
・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

十
日
町
選
手
が
大
健
闘

　
２
月
に
行
わ
れ
た
第
58
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
２
日
㈪
�
６
日
㈮
）

及
び
第
46
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
４
日
㈬
�
７
日
㈯
）
で
十
日
町
勢
が

大
活
躍
し
ま
し
た
。
各
大
会
の
入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
58
回 

全
国
高
等
学
校
ス
キ
�
大
会

　
各
種
目
で
、
優
勝
・
準
優
勝
を
飾
�
た

選
手
の
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

宮
尾
彩
子
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）

　
自
分
の
技
術
不
足
を
練
習
量
で
補
お
う

と
、
先
生
や
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に

フ
�
ー
ム
改
善
や
筋
ト
レ
な
ど
の
練
習
に

打
ち
込
み
ま
し
た
。
部
員
同
士
で
励
ま
し

合
い
、
支
え
合
っ
て
き
た
成
果
で
す
。

中
島
由
貴
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）

　
一
人
欠
け
て
も
リ
レ
ー
に
出
場
で
き
な

い
の
で
、
こ
の
一
年
け
が
や
病
気
に
も
気

を
付
け
て
き
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
部
な
の
で
、
心
強
い
で
す
。

女子リレーで優勝した十日町総合高校チーム（右から長谷
川さん、中島さん、宮尾さん

長
谷
川
悠
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
１
年
）

　
頼
も
し
い
先
輩
と
い
っ
し
ょ
で
幸
せ
で

す
。
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
落
ち
着
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
技
術
も
体
力
も

付
け
て
、
こ
の
伝
統
を
守
り
た
い
で
す
。

伊
佐
貴
光
教
諭
（
十
日
町
総
合
高
）

　
良
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
始
め
て

の
学
校
対
抗
優
勝
（
女
子
）
な
の
で
感
無

量
で
す
。
み
ん
な
練
習
熱
心
で
、
自
己
研

さ
ん
に
励
む
の
で
上
達
が
早
い
で
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
見
守
っ
て
い
た
だ
い

て
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【第58回全国高等学校スキー大会】（長野県白馬村）

▼女子10㎞フリー＝①宮尾彩子（十日町総合高３年）④

中島由貴（十日町総合高３年）▼男子15㎞フリー＝③宮

沢大志（十日町高２年）⑩中嶋崇仁（十日町高２年）▼女

子５㎞クラシカル＝①宮尾彩子③中島由貴▼男子10㎞ク

ラシカル＝②宮沢大志▼女子３×５㎞リレー＝①十日町総

合高（１走：長谷川悠、２走：中島由貴、３走：宮尾彩

子）▼男子４×10㎞リレー＝⑤十日町高（１走：古澤省吾、

２走：児玉翔平、３走：中嶋崇仁、４走：宮沢大志）▼学

校対抗得点＝女子：①十日町総合高、男子：⑤十日町高

【第46回全国中学校スキー大会】（岐阜県高山市）

▼女子３㎞クラシカル＝②酒井梨奈（吉田中１年）⑤齋木

麻利奈（吉田中３年）▼男子５㎞クラシカル＝②佐藤友樹

（松代中３年）⑦遠藤夏樹（南中３年）▼女子３㎞フリー

＝①齋木麻利奈▼男子５㎞フリー＝②佐藤友樹▼女子４×

３㎞リレー＝①新潟県（１走：酒井梨奈、４走：齋木麻利

奈）▼男子４×５㎞リレー＝②新潟県（１走：佐藤友樹）

大　会　結　果
※入賞者（10位以内）、〇数字は順位

宮
沢
大
志
さ
ん
（
十
日
町
高
２
年
）

　
１
位
と
の
差
が
６
秒
ほ
ど
だ
っ
た
の
で

悔
し
い
で
す
。
去
年
よ
り
一
回
り
体
力
を

付
け
た
の
で
、
次
は
フ
�
ー
ム
で
す
。
こ

れ
を
バ
ネ
に
次
の
大
会
に
臨
み
ま
す
。

●
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
準
優
勝
　
宮
沢
大
志

　
　
　
　
　
　（
十
日
町
高
２
年
）

●
女
子
10
㎞
フ
リ
ー
・
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
　
優
勝
　
宮
尾
彩
子 

（
十
日
町
総
合
高
３
年
）

●
女
子
３
×
５
㎞
リ
レ
ー
　
優
勝
　
十
日
町
総
合
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
谷
川
悠
、
中
島
由
貴
、
宮
尾
彩
子
） 

●
学
校
対
抗
（
女
子
）
総
合
優
勝
　
十
日
町
総
合
高
校

　
各
種
目
で
、
優
勝
・
準
優
勝
を
飾
�
た

選
手
の
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

齋
木
麻
利
奈
さ
ん
（
吉
田
中
３
年
）

　
夏
場
の
体
力
作
り
は
き
つ
か
っ
た
け

ど
、
フ
リ
ー
競
技
で
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
で
優
勝
を
誓

い
合
っ
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
。

酒
井
梨
奈
さ
ん
（
吉
田
中
１
年
）

　
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
カ
ル

で
は
、
１
位
と
１
秒
差
で
２
位
だ
っ
た
の

で
悔
し
い
で
す
。
こ
れ
を
バ
ネ
に
こ
れ
か

ら
も
練
習
し
て
、
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

斉
木
勝
紀
教
諭
（
吉
田
中
）

　
標
高
が
高
い
コ
ー
ス
な
の
で
、
夏
場
か

ら
動
け
る
体
力
作
り
を
中
心
に
心
肺
機
能

を
高
め
る
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
み

ん
な
素
直
な
生
徒
た
ち
で
頑
張
り
屋
で

す
。
良
い
励
み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
伝
統
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

佐
藤
友
樹
さ
ん
（
松
代
中
３
年
）

　
準
優
勝
で
き
た
の
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
日
々
の
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

第
46
回 

全
国
中
学
校
ス
キ
�
大
会

●
女
子
３
㎞
フ
リ
ー

優
勝
　
齋
木
麻
利
奈
（
吉
田
中
）

●
女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
　
　

準
優
勝
　
酒
井
梨
奈
（
吉
田
中
）

●
女
子
４
×
３
㎞
リ
レ
ー
　
　
　
　

優
勝
　
新
潟
県
チ
ー
ム

（
１
走 

酒
井
梨
奈
、
４
走 

齋
木
麻
利
奈
）

女子リレーで優勝した新潟県チームの齋木さん（右端）と酒井
さん（左端）

●
男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
　
　
５
㎞
フ
リ
ー

　
　
　
４
×
５
㎞
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　  

（
新
潟
県
チ
ー
ム
）

準
優
勝
　
佐
藤
友
樹
（
松
代
中
）

（敬称略）
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◆
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
２
月
１
日
に
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
て
、
１
人
１
２
、
０
０
０

円
が
定
額
給
付
金
と
し
て
給
付
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
昭
和
19
年
２
月
２
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
と
平
成
２
年
２
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
は
１
人
２
０
、
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。
申
請
及
び
受
給
は
世
帯

主
が
行
い
ま
す
。

◆
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に

 
つ
い
て

（
条
件
１
）

　
平
成
21
年
２
月
１
日
に
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
記
録
さ
れ
て

い
る
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
が
２
人
以
上
い

る
。

（
条
件
２
）

　
第
２
子
以
降
の
子
が
平
成
14
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
あ

る
。

　
こ
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
、
第
２
子
以
降
の
子
１
人
に
つ

き
３
６
、
０
０
０
円
が
子
育
て
応
援
特
別

手
当
と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
及
び

受
給
は
世
帯
主
が
行
い
ま
す
。

◎

手
続
き
の
流
れ

︻
市
︼３
月
定
例
市
議
会
で
補
正
予
算
議
決

後
、
申
請
書
を
発
送
（
郵
送
）

　
←

︻
世
帯
︼
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
（
本
人
確
認
書
類｟
免
許
証
な

ど
｠の
写
し
・
預
金
通
帳
を
開
い
た
１
ペ

ー
ジ
目
の
写
し
）
を
付
け
て
申
請
（
郵
送

ま
た
は
持
参
）

※
添
付
書
類
は
予
定
で
す
。

詳
細
は
個
別
通
知
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
←

︻
市
︼申
請
書
の
内
容
を
確
認
し
、
金
融
機

関
に
振
込
依
頼

　
←

︻
世
帯
︼定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
受
領

第
１
回
振
り
込
み
予
定

：

平
成
21
年
４
月

13
日
㈪
～
15
日
㈬

第
２
回
振
り
込
み
予
定

：

平
成
21
年
４
月

23
日
㈭
～
24
日
㈮

　
振
込
日
に
つ
い
て
は
、
現
在
金
融
機
関

と
調
整
中
で
す
。
ま
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
場
合
は
、
こ
れ
と
は
別
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
現
在
調
整
中
で
す
。

※
５
月
以
降
も
毎
月
２
回
の
振
り
込
み
を

予
定

◆
定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
�
た
振
り
込

め
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。市
で
は
、

振
込
口
座
情
報
に
関
係
す
る
問
い
合
わ
せ

は
電
話
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
　
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

　
手
当
事
務
室
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
１

４月の給付に向けて準備を
進めています

　
定
額
給
付
金
の
給
付
時
期
に
合
わ

せ
、「
十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

を
発
行
し
、
定
額
給
付
金
を
市
内
の
消

費
に
つ
な
げ
、
中
小
小
売
業
な
ど
の
振

興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
事
業
主
体
は
、
十
日
町
商
工
会
議
所

や
各
地
区
商
工
会
、
市
な
ど
の
関
係
者

で
組
織
さ
れ
る
十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
実
行
委
員
会
で
す
。

　
商
品
券
は
１
冊
１
０
、
０
０
０
円

（
１
、
０
０
０
円
券
12
枚
つ
づ
り
）
で

販
売
、
発
行
数
は
１
万
冊
で
す
。

　
販
売
開
始
は
、
第
１
回
の
定
額
給
付

金
の
支
給
開
始
日
に
合
わ
せ
４
月
13
日

と
し
、
有
効
期
間
は
７
月
31
日
ま
で
の

約
３
か
月
半
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
購
入
で
き
る
限
度

額
を
１
人
５
０
、
０
０
０
円
、
１
回
の

利
用
限
度
額
を
２
０
０
、
０
０
０
円
と

し
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
現
在
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
取
り
扱
う
加
盟
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
募
集
期
間

：
２
月
23
日
㈪
～
３
月
６

　
日
㈮

●
加
盟
対
象

：

市
内
の
中
小
小
売
業
、

　
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
業
な
ど

　
※
風
俗
・
娯
楽
業
を
除
き
ま
す
。

●
加
盟
店
の
負
担

：

額
面
の
３
％

●
商
品
券
有
効
期
間

：

４
月
13
日
㈪
～

　
７
月
31
日
㈮

●
申
込
み
・
問
合
せ

：

十
日
町
市
プ
レ

　
ミ
ア
ム
商
品
券
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
　
☎
７
５

　
７
―
５
１
１
１
）

﹁
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
﹂

取
扱
店
を
募
集
し
て
い

ま
す
 

瑞
宝
双
光
章鈴木　敏雄さん

(荒屋・88歳)

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
職
務
に

従
事
し
た
功
績
で
、
鈴
木
敏
雄
さ
ん
が
高

齢
者
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
戦
後
、
旧
倉
俣
村
の
選
任

書
記
に
従
事
。
農
地
改
革
の
際
、
農
地
委

員
を
務
め
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
昭
和
の
合
併
を
経
て
、
旧

中
里
村
の
行
政
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を

歴
任
し
住
民
福
祉
に
尽
力
。
退
職
後
は
同

村
収
入
役
、
助
役
に
就
任
し
、
総
合
セ
ン

タ
ー
開
設
や
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
オ

ー
プ
ン
へ
の
道
筋
を
作
る
な
ど
、
旧
中
里

村
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

時
難
航
し
て
い
た
統
合
中
学
校
開
校
の
際

は
、
氏
の
熱
意
の
こ
も
っ
た
指
揮
・
交
渉

が
無
事
開
校
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
受
賞
に
あ
た
り
鈴
木
さ
ん
は
、「
長
く
勤

め
た
中
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
大
過
な
く
任
期
を
全
う
で
き
ま

し
た
。
頼
ま
れ
た
こ
と
を
当
た
り
前
に
し

た
ま
で
の
こ
と
。
豊
か
な
中
里
村
を
作
り

た
い
一
心
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
地
方
自
治
功
労
）

叙　勲
おめでとうございます

十日町市
定額給付金

子育て応援
特別手当事業

十日町市
定額給付金

の準備を進めています

子育て応援
特別手当事業

永年にわたり活躍・貢献し国から表彰されました。おめでとうございます。

　今年1月19日に開設した十日町市定額給付

金・子育て応援特別手当事務室で給付金の準備

を進めています。事務局員は関係各課から７人

と、申請事務が始まる３月からは臨時職員も７

人増員する予定です。

　現在は、給付金や特別手当をスムーズに市民

の皆さんへ届けるための事前準備として、コン

ピュータのシステム開発、金融機関や郵便局、

警察署などと打ち合わせを行っています。しか

し、事務手続きの手順などが国から示されてい

ないこともあり、対応に苦慮していますが、で

きるだけ分かりやすい申請書を作成し、申請が

スムーズにいくように検討しています。
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2割
お得な
2割
お得な

十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
ま
す

十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
ま
す

十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
ま
す



使用料及び手数料  4億3,955万円（1.4％）
地方譲与税  4億3,000万円（1.3％）
分担金及び負担金
4億0,302万円（1.3％）

繰入金
自動車取得税交付金　
財産収入 
寄附金
地方特例交付金
利子割交付金
配当割交付金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金

2億3,615万円（0.7%）
1億4,500万円（0.5%）
1億0,204万円（0.3%）
7,613万円（0.2%）
4,800万円（0.1%）
2,000万円（0.1%）
1,500万円（0.1%）
1,500万円（0.1%）
1,274万円（0.0%）
1,200万円（0.0%）

地方交付税
117億6,155万円
　　　（36.4％）

市  債  
43億
9,790万円
（13.6％）

国庫支出金
18億1,760万円
（5.6％）

諸収入
21億3,233万円
（6.6％）

市  税
66億
2,950万円
（20.3％）

市  税
64億4,750万円
　　（20.0％）

災害復旧費  
2億2,750万円（0.7％）

民生費
65億
6,420万円
（20.3％）

公債費　
54億
1,395万円
（16.8％）

土木費
49億
6,524万円
（15.4％）

商工費
29億2,958万円
（9.1％）

議会費 
2億5,710万円
（0.8％）

労働費
1億0,872万円（0.3％）

衛生費 
16億4,824万円
（5.1％）

予備費  3,000万円
　　　　（0.1％）

歳出

総務費
39億
7,174万円
（12.3％）

県支出金
21億6,863万円
　　　（6.7％）

教育費
31億5,133万円
（9.7％）

商工費
29億2,958万円
（9.1％）

農林水産業費 
18億9,487万円
（5.8％）

農林水産業費 
18億9,487万円
（5.8％）

教育費
31億5,133万円
（9.7％）

消防費
11億4,986万円
（3.6％）

繰越金
10億6,919万円
（3.3％）

その他
6億8,206万円
（2.1％）

地方消費税交付金
5億6,300万円
（1.7％）

歳入

■歳出予算
　性質別分析表

（総額323億1,233万円）

■市債の状況
（20年度末残高見込み）

◆市民１人当たり残高……
122万4千円

※平成20年12月31日現在の人口61,368人で算出

◆市民１人当たり納税済額……
10万0千円

■特別会計予算の執行状況

義

務

的

経

費

（42.6％）

公　　債　　費

55億3,194万円

（17.1%）

人　　件　　費

54億0,502万円

（16.7%）

扶　　助　　費

28億5,055万円

（8.8%）

消
費
的
経
費

（28.7％）

物　　件　　費

43億7,917万円

（13.5%）

補　助　費　等

38億2,873万円

（11.9%）

維 持 補 修 費

10億6,990万円

（3.3%）

投
資
的
経
費

（13.5％）

普通建設事業費

　 　41億5,046万円

（12.8%）

災害復旧事業費

　　2億1,343万円

（0.7%）

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
経
　
　
費
　
　

（15.2％）

繰　　出　　金

26億4,151万円

（8.2%）

貸　　付　　金

18億2,902万円

（5.7%）

積　　立　　金

3億7,670万円

（1.2%）

予　　備　　費

3,000万円

（0.1%）

投資及び出資金 

590万円

（0.0%）

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 62億8,802万円 34億4,482万円 39億3,787万円

診　療　所
（川西・倉俣・中里・室野・松之山）

4億2,239万円 2億3,473万円 2億5,282万円

老　人　保　健 6億8,909万円 6億5,602万円 6億0,113万円

後 期 高 齢 者 5億8,792万円 2億1,177万円 3億5,721万円

介　護　保　険 49億4,576万円 35億7,677万円 32億6,563万円

簡　易　水　道 13億7,652万円 4億7,707万円 5億4,161万円

下 水 道 事 業 36億0,627万円 10億1,691万円 17億7,625万円

農業集落排水事業 6億3,143万円 2億5,415万円 2億9,642万円

松之山温泉
配湯事業

1億0,390万円 615万円 2,547万円

計 186億5,130万円 98億7,839万円 110億5,441万円

一 般 会 計 412億2,205万円

国民健康保
険特別会計

3,076万円

簡易水道
特別会計

65億4,489万円

下 水 道
特別会計

213億0,656万円

農業集落排水
事業特別会計

41億8,624万円

松之山温泉
配湯事業

6,080万円

水道事業
会　　計

17億5,279万円

計 751億0,409万円

■市税の収入済額
（収納率85.9％）

税　　目 税　　額 構成比

固定資産税 35億4,180万円 57.8%

市　民　税 18億4,885万円 30.2%

市たばこ税 4億0,148万円 6.5%

都市計画税 1億4,434万円 2.4%

軽自動車税 1億5,015万円 2.4%

入　湯　税 4,296万円 0.7%

計 61億2,958万円 100.0%

　
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
十
日
町
市
及
び
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
平
成
20
年
12
月
31
日
現

在
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般会計予算の執行状況

※諸収入は貸付金元利収入などです。

■一般会計予算の内訳  12月末予算
　（歳入・歳出323億1,233万円）

当 初 予 算 額

12月末予算額

収　入　済　額

支　出　済　額

308億6,600万円

323億1,233万円

220億1,680万円

169億8,213万円

執行率52.6％

収入率68.1％

財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町市

H20.12.31 現在
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財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

◎会計別予算の執行状況

会　　計　　名 予算現額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

一　　般　　会　　計 16億1,928万円 12億5,738万円 77.7％ 10億6,022万円 65.5％

家畜指導診療所特別会計 4,564万円 3,833万円 84.0％ 3,480万円 76.2％

合　　　計 16億6,492万円 12億9,571万円 77.8％ 10億9,502万円 65.8％

◎市町別負担金状況

一 般 会 計 家畜指導診療所特別会計 合　　　計 構成比

十 日 町 市 ９億4,400万円 1,100万円 ９億5,500万円 80.9％

津　　南　　町 ２億1,450万円 1,100万円 ２億2,550万円 19.1％

合　　　計 11億5,850万円 2,200万円 11億8,050万円 100.0％

会 計 名
市町村名

※土地は里創プラン用地
　消防本部ほか庁舎の土地は施設所在市町より借地

◎組合財産の状況

土　　　　地 72,948.97㎡　　　　

建　　　　物 20,737.93㎡　　　　

基　　　　金 2,662万円　　　　

そ の 他 芸術作品

◎組合債の現在高状況

目　的（事業名） 金　　　額

消 防 庁 舎 建 設 事 業 1,209万円

消 防 施 設 整 備 事 業 １億7,295万円

地 域 総 合 整 備 事 業 23億5,263万円

防 災 対 策 事 業 1,175万円

災 害 復 旧 事 業 4,334万円

計 25億9,276万円

十 日 町 市 津　南　町 圏　域　外 合　　計

火 災 発 生 件 数 2 2 4 0 2 6

救　急　出　動 1 , 5 3 5 3 0 2 1 6 1 , 8 5 3

救　助　出　動 2 9 3 0 3 2

そ の 他 の 出 動 1 1 4 2 0 1 1 3 5

合　　　計 1 , 7 0 0 3 2 9 1 7 2 , 0 4 6

◎災害発生及び出動（件）

市 町 村
区　　分

（平成20年４月１日〜12月31日）

十 日 町 市 津　南　町 合　　計

指 導 診 療 事 業 1 , 6 3 3 件 1 , 9 2 1 件 3 , 5 5 4 件

家畜改良事業（精液・受精卵取扱） 3 件 2 2 9 件 2 3 2 件

防疫事業（ワクチン等） 3 , 1 8 4 頭 4 , 0 8 8 頭 7 , 2 7 2 頭

合　　　計 4 , 8 2 0 あ 6 , 2 3 8 　 1 1 , 0 5 8 あ

◎家畜指導診療等実績

市 町 村
区　　分

（平成20年４月１日〜12月31日）

「うぶすなの家」は、築80年の古民家が陶芸作品で彩られ、

家そのものがアート作品となっている施設です。

普段は陶芸作品の企画展を行っている２階ギャラリーに、

妻有地域に伝わる味わいのある年代物のひな人形を展示し、

ひな祭りを開催します。

「人形」の華やかさが加わり、いつもの落ち着いた雰囲気

とは一味違った「うぶすなの家」にぜひお立ち寄りください。

古民家に古いおひな様がしっくり似合い、「うぶすなの家」

ならではの雰囲気を楽しめます。

スタッフも着物でお待ちしています。

■日　時：３月７日㈯･ ８日㈰　午前10時〜午後４時

■会　場：うぶすなの家（願入）

■入館料：500円（小・中学生250円）

■問合せ：まつだい農舞台事務局　☎ 595-6310

　　　　　芸 術 祭 推 進 室　☎ 757-2637

越後妻有2009冬

うぶすなの家・ひなまつり
越後妻有2009冬

うぶすなの家・ひなまつり
越後妻有2009冬

うぶすなの家・ひなまつり

　
２
月
12
日
㈭
、
ク
ロ
ス
10
で
、
市
内
の

各
地
域
協
議
会
長
及
び
各
地
区
振
興
会
長

（
松
之
山
地
区
は
地
区
協
議
会
長
）
並
び

に
各
地
区
振
興
会
（
松
之
山
地
区
は
地
区

協
議
会
）役
員
な
ど
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

十
日
町
病
院
と
松
代
病
院
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
延
７
回
（
平
成
19
年
10
月
30

日
～
平
成
20
年
11
月
17
日
）
開
催
さ
れ
た

「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
に
関

す
る
検
討
会
」
の
検
討
結
果
報
告
書
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
と
市
で
構
成
す
る
「
十
日

町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
協

議
会
」
が
市
民
説
明
の
一
環
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
、
前
出
の
地
域
組
織
の
役
員

な
ど
１
０
４
人
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
今
年
１
月
25
日
号
の
市
報
だ

ん
だ
ん
で
お
知
ら
せ
し
た
検
討
結
果
報
告

書
の
内
容
に
つ
い
て
、検
討
会
事
務
局（
県

病
院
局
業
務
課
）
が
説
明
し
、
関
川
県
病

院
局
業
務
課
長
や
塚
田
県
立
十
日
町
病
院

長
、
市
長
が
、
会
場
か
ら
の
「
報
告
書
で

提
案
さ
れ
て
い
る
新
病
院
の
医
療
内
容
や

運
営
主
体
に
つ
い
て
」
や
「
改
築
場
所
」

な
ど
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開

催
す
る
中
で
、
検
討
結
果
報
告
書
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

す
る
予
定
で
す
。
日
程
な
ど
が
決
ま
り
次

第
、
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
検
討
会
を
は
じ
め
地
域
医
療
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
∨
医
療
・
保
健
・
福
祉
∨
地
域
医

療
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室

　
☎
７
５
７
―
３
１
８
７

「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
に

関
す
る
検
討
会
」の
検
討
結
果
報
告
書

の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
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市
整
備
の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
フ
レ
ッ
ツ
光
）

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
日
が
決
定

農業委員会はこんな仕事をしています

十
日
町
地
区
農
業
委
員
　
　
富
井
　
良
平

　
農
業
委
員
は
、
農
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
、
ま
た
、
地
域
の
世
話

役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
の
収
穫
祭
（
コ

ス
モ
ス
祭
り
）
で
は
、
地
域
で
活
躍
す
る

新に
い

懇は
り

会か
い

の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
、

地
元
で
収
穫
し
た
秋
野
菜
や
新
米
な
ど

を
、
観
光
客
に
販
売
し
大
変
喜
こ
ば
れ
て

い
ま
す
。新
米
は
三
割
減
減
栽
培
米
で
す
。

　
ま
た
、
私
の
地
区
に
は
、「
な
ぐ
も
原
・

ゆ
い
の
里
」
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
食

と
農
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。
私
も
一
会
員

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
防
災
活
動
や
納
涼
祭
、

ゆ
い
の
里
の
雪
囲
い
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
中
旬
、「
み
ず
さ
わ
食
と
農

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
榊

さ
か
き

田だ

み
ど

り
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
地
域
で
で

き
る
食
育
の
ヒ
ン
ト
」
の
演
題
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
学

校
給
食
を
活
用
す
べ
し
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。「
十
日
町
市
の
給
食
の
地
場
産
利

用
は
、
ま
だ
14
％
。
最
近
の
米
粉
パ
ン
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
需
要
の
拡
大
は
大
い
に
あ

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
講
演
の
後
、
食

文
化
の
夕
べ
と
称
し
、
伝
統
料
理
の
紹
介

と
試
食
会
で
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、

気
楽
に
お
じ

ゃ
ま
し
た
い

と

思

い

ま

す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

動
す
る

業

員
会

活

委

農

地
域
の
皆
さ
ん
と

　
活
動
を
共
に
し
て

※
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
―
１
１
６
１
１
６
（
通
話

料
無
料
）

受
付
時
間

：

午
前
９
時
～
午
後
９
時

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
加
入
お
誘
い
電
話
へ
の
対
応

　
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス

受
付
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

が
取
り
ま
と
め
た
「
仮
申
込
書
」
へ
の

回
答
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

代
理
店
か
ら
加
入
お
誘
い
の
電
話
が
か

か
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、

■
『
申
し
込
ま
な
い
』
に
チ
ェ
ッ
ク
し

　
た
の
に
電
話
が
き
た

■
仮
申
込
書
を
提
出
し
て
い
な
い
の
に

　
電
話
が
き
た

と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
加
入
を
希
望
す
る
人
は

「
加
入
す
る
」
旨
を
、
検
討
中
で
あ
れ

ば
「
検
討
中
で
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
加
入
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
は
っ
き
り
と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
仮
申
込
書
に
『
申
し
込
む
』

と
し
て
提
出
し
た
世
帯
へ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
か
ら
、
受
付
開
始
時
期
に
合
わ

せ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど

に
よ
る
連
絡
が
入
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
地
域
情
報
化
推
進
室

　
☎
７
５
７
―
３
１
９
６

　
十
日
町
市
が
整
備
を
し
て
い
る
３
局
舎
（
室
野
局
舎
、
仙
田
局
舎
、
飛

渡
局
舎
）
を
含
む
６
局
舎
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
日
が
、
２
月
16
日
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任期満了に伴う市長選挙・市議会議員一般選挙
の立候補予定者説明会を開催します

※４月19日㈰告示、投票日は４月26日㈰

　４月26日㈰執行予定の任期満了に伴う市長及び市議会議員一般選挙の立候補予定者説明会を開催します。

当日は、立候補にあたっての必要な手続きを説明します。立候補予定者や代理人などの関係者は、出席して

ください。

●市長選挙立候補予定者説明会
　日時：３月27日㈮　午後２時〜

　会場：十日町保健センター　３階　集団指導室

●市議会議員一般選挙立候補予定者説明会
　日時：３月30日㈪　午後２時〜

　会場：千手中央コミュニティセンター（水口沢）

　　　　１階　千年の森ホール

　会場の都合により、市議選説明会の出席者は１候補者につき２人までとします。

◎問合せ：十日町市選挙管理委員会　☎757-3191

農業委員会の役割

① 農業委員は農地に関する地域の「世話役」、相談相手

② 認定農業者・担い手への農地利用集積、経営改善の支援

③ 優良農地の確保と有効利用、農地法に基づく許認可、遊休農地の解消、農

 　地基本台帳による情報などの一元管理

④ 農業者の声を積み上げた意見の公表、行政への建議、諮問答申

⑤ 農業者年金制度の普及と定着

⑥ 農業・農業者に関する情報提供、全国農業新聞、全国農業図書の普及拡大

農業委員会の活動

① 毎月の総会 ,各種研修会の参加、視察研修の実施、農業委員会だより

 　の発行

② 農地パトロール、作況調査の実施、耕作放棄地調査

③ 各種研修会、懇談会の開催

④ 農業者年金受給者連盟活動支援

農業委員
会

とは  
農業委員

会
とは  ？？

◆
５
月
22
日
㈮
　
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
室
野
局
舎
、
仙
田
局
舎
、
飛
渡

　
局
舎

◆
６
月
１
日
㈪
　
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
田
沢
局
舎
、
松
代
局
舎

◆
６
月
15
日
㈪
　
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
松
之
山
局
舎
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応援を追い風に前へ！
中里地区スキー大会

  

松
代
保
育
園
で
鬼
退
治

  

＝
こ
こ
ろ
の
鬼
も
追
い
払
え
！
＝

　

草
や
ぶ
の
中
を
歩
い
て
い
て
、
手
の
甲

の
柔
ら
か
い
部
分
が
草
の
葉
に
触
れ
て
イ

ラ
ク
サ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
は
、
茎
と
葉
の
付
け

根
に
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
ム
カ
ゴ
の
よ
う
な
玉

が
で
き
ま
す
。
こ
の
玉
が
地
面
に
落
ち
て

ま
た
生
え
る
の
で
、
ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
と

呼
ば
れ
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
も
可
能
で
す

が
、
あ
ま
り
食
べ
る
価
値
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ラ
ク
サ
科

の
仲
間
で
、
と
げ
の
な
い
ウ

ワ
バ
ミ
ソ
ウ
（
ア
カ
ミ
ズ
）

に
も
ム
カ
ゴ
が
付
い
て
い
る

の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
山
菜
と
し
て
人
気
の

高
い
イ
ラ
ソ
と
い
う
の
は
、

ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
の
こ
と
で
高
い
山
に
生

え
ま
す
。

（
文　

高
橋
八
十
八
・
写
真　

関
谷
八
郎
）

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ

48

ラ
イ
ラ
す
る
か
ゆ
み
を

覚
え
た
人
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ

ラ
ク
サ
と
い
う
イ
ラ
ク

サ
科
の
植
物
の
茎
や
葉

の
柄
に
生
え
て
い
る
細

か
い
毛
の
よ
う
な
と
げ

に
触
れ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
こ
の
と
げ
は
逆
さ
と
げ
な
の
で
肌
に

刺
さ
る
と
そ
の
ま
ま
肌
に
残
り
、
再
び
触

る
と
ま
た
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
か
ら
、
イ

ムカゴイラクサ

早大生による松代雪ほりプログラム

　
２
月
３
日
㈫
、
松
代
保
育
園
で
豆
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ウ
オ
～
！
悪
い
子

は
い
ね
～
か
～
」
と
怖
い
声
を
出
し
な
が

ら
、
保
育
園
に
侵
入
し
て
き
た
赤
鬼
と
青

鬼
。
泣
き
出
す
子
も
い
る
中
、
元
気
な
園

児
た
ち
は
、
鬼
の
嫌
う
い
り
豆
と
ヒ
イ
ラ

ギ
を
使
い
、「
鬼
は
外
！
鬼
は
外
！
」
と

大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
鬼
を
追
い
払
い

ま
し
た
。
園
庭
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
雪
山

か
ら
転
が
る
よ
う
に
退
散
す
る
鬼
を
見

て
、
園
児
た
ち
は
大
喜
び
。

　
そ
の
後
、
園
児
た
ち
は
こ
こ
ろ
の
中
の

泣
き
虫
鬼
や
い
じ
わ
る
鬼
を
追
い
払
お
う

と
、
自
分
で
作
っ
た
か
わ
い
い
鬼
の
面
を

付
け
て
、
福
の
神
（
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
）
が
ま
く
豆
や
菓
子
を
夢
中
に

な
っ
て
拾
い
ま
し
た
。
途
中
、
保
育
士
か

ら
、「
好
き
な
お
菓
子
だ
け
拾
わ
な
い
よ

う
に
し
て
ね
」
の
助
言
を
受
け
る
園
児
も

い
て
、観
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

黄
組
（
年
中
）
の

髙
澤
純
聖
ち
ゃ
ん

（
５
歳
）
は
、「
鬼

は
怖
か
っ
た
け

ど
、楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　２月６日㈮から12日㈭にかけて、まつだい早稲

田じょんのびクラブ主催による「松代雪ほりプログ

ラム2009」が開催され、早稲田大学生26人が参加

しました。９日㈪には松代小学校を訪問し、３・４

年生と体育館での屋内遊びや雪像づくりなどで交

流。雪像づくりではグループに分かれ、かまくらや

ピカチュウなど思い思いの雪像を協力しながら作り

ました。今年は小雪のため、例年行っている高齢者

宅などの雪ほりのほかに、十日町雪まつりの会場準

備作業や吉田クロカン競技場で国体開催の準備に協

力してくれました。

　今年は、松代地域と早稲田大学との交流30周年

の節目。記念事業として、スポーツ教室やマンドリ

ン学部演奏

会、ほくほ

く線寄席列

車などを実

施する予定

です。

　
1
月
22
日
㈭
、
貝
野
小
学
校
（
大
津
政

好
校
長
）
で
「
ま
ゆ
だ
ま
づ
く
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
地
域
の
人

が
講
師
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生

か
し
た
活
動
を
児
童
に
体
験
し
て
も
ら
う

「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
貝
野
小

学
校
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、
今
年
で
4

回
目
。
今
回
は
4
人
の
皆
さ
ん
が
先
生
と

な
り
、
ま
ゆ
だ
ま
づ
く
り
を
教
え
ま
し
た
。

　
ま
ゆ
だ
ま
は
、
こ
の
地
域
で
は
だ
ん
ご

飾
り
と
も
呼
ば
れ
、
米
粉
を
こ
ね
、
野
菜

や
ま
ゆ
の
形
に
小
さ
く
丸
め
て
熱
湯
へ
潜

ら
せ
、
ミ
ズ
キ
と
い
う
木
の
枝
先
に
飾
っ

て
い
き
ま
す
。
上
級
生
は
４
回
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
慣
れ
た
様
子
で
下
級
生
に

手
を
貸
し
、
地
域
の
先
生
に
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
星
や

ケ
ー
キ
、
動
物
の
形
を
作
り
、
枝
先
に
付

け
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
の
た
め
に
山
か
ら
ミ
ズ
キ
を
切
り

出
し
て
き
た
藤
田
壽
平
さ
ん
（
宮
中
・
69

歳
）
は
、「
昔
は
小
正
月
の
時
期
に
だ
ん

ご
飾
り
を
作
り
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全

の
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。
農
業
を
な

り
わ
い
に
す
る
家
が
多
い
の
で
、
稲
穂
を

ま
ね
た
飾
り
も
作
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う

地
域
の
思
い
を
子
ど
も
に
感
じ
取
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
下
級

生
に
教
え
な
が
ら
作
っ
た
ま
ゆ
だ
ま
を
前

に
、
南
雲
沙
希
さ
ん
（
４
年
）
は
、「
こ

ね
る
作
業
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
ゆ
で
た

ま
ゆ
だ
ま
が
き
れ
い
な
形
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　恒例の中里地区スキー大会が開催され、小学

生から一般まで総勢288人が出場し、競い合い

ました。小雪で開催が危ぶまれる中、２月１日

㈰にはなかさと清津スキー場でアルペンスキー

が、２月８日㈰には中里中学校を会場にクロス

カントリースキーが行われました。

　クロスカントリースキーに出場した中里地区

の全小学校の児童たちは、これまでの練習の成

果を発揮し、父母や観客の人たちの大きな応援

を背に、一生懸命ゴールを目指していました。

　雪原カーニバルなかさと当日、市

内いっぱいにキャンドルを灯し、幻

想的な空間を共有しませんか。ろう

そく１本から、どなたでも参加でき

る簡単なイベントです。

◎参加方法：各家庭、職場などで３

月14日㈯午後６時ころからキャ

ンドルを点灯してください。写真

展での展示を希望する人は、終了

後、点灯時の記録写真を事務局へ

お持ちください。

◎参加費：無料

◎申込み：キャンドル配布ブース（中里支所・ユーモール・ゆ

くら妻有・ミオンなかさとに設置）で申込書に記入し、記録

表と必要な本数のろうそく（１家庭10本まで）をお持ちく

ださい。事務局配布のろうそくでなくても大丈夫です。

　＊３月13日㈮まで、各施設営業時間内に配布を行いますが、

　ろうそくがなくなり次第終了します。

【みんなで♥キャンドル写真展（４月１日㈬〜５月１日㈮）】

　参加した皆さんの写真を中里支所市民ホールに展示します。

◎問合せ：雪原カーニバルなかさと実行委員会

　　　　　（中里支所地域振興課内）☎763-2511

　

み
ん
な
で
作
る
と
楽
し
い
ね
！

　
　
伝
統
体
験
ま
ゆ
だ
ま
づ
く
り
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燃
費
消
費
量

（㏄/㎞）

暖機運転時間と燃費消費量の悪化状況

エンジン始動後の暖機状況と燃費の比較

20

40

80

0

60

120

100

（1.3Lクラス・始動時-5℃・走行距離7.3㎞平均速度29㎞/h）

暖機した
状態で
スタート

始動後
即スタート

始動から
2分後
スタート

始動から
10分後
スタート

＋31.1

＋42.5

＋53.3

出典：㈶省エネルギーセンター

長時間の暖機はしない

エコドライブの「こつ」
―運転以外の燃費術―

典拠：㈳日本自動車連盟

　エンジンを暖める間のアイドリング

にも燃料を消費します。現在の車では

長時間の暖機運転は必要ありませんの

で、エンジンをかけたまま停車する時

間をなるべく短くするよう心がけま

しょう。

中里中学校３年１組 43

　寒い地域では、視界が悪かったり、体が冷えていたりするとき

など、安全上すぐに出発できないことも考えられます。無理をせ

ず、安全な走行ができるような状態になってから出発しましょう。

ガラスに凍結防止のシートを置くなどの工夫も役に立ちます。

適
度
な
降
雪
と
は
？

４
ｍ
25
㎝
。
キ
ナ
ー
レ
正
面
前
庭

に
設
置
さ
れ
た
藤
巻
秀
正
さ
ん
制
作

の
「
現
代
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
」
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
未
曾
有
の
豪
雪
記

録
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
昭
和

20
年
の
最
大
積
雪
深
に
因
ん
だ
高
さ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
小
学
校
隣
り
の
森
林
総
合

研
究
所
（
標
高
２
０
０
ｍ
）
の
気
象

観
測
デ
ー
タ
に
よ
る
豪
雪
の
歴
史
と

し
て
は
、
昭
和
56
年
の
３
ｍ
77
㎝
、

59
年
の
３
ｍ
67
㎝
、
61
年
の
３
ｍ
28

㎝
。
そ
し
て
中
越
地
震
後
に
２
年
続

い
た
平
成
17
年
の
３
ｍ
5
㎝
、
18
年

の
３
ｍ
13
㎝
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

３
ｍ
を
超
え
る
豪
雪
は
も
う
二
度

と
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
で
も
雪
が
降
る
こ
と
で
の
経

済
循
環
や
春
先
の
農
業
用
水
、
雪
イ

ベ
ン
ト
、
ま
た
雪
国
体
験
を
期
待
し

て
訪
ね
て
き
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
た

め
に
も
、
あ
る
程
度
の
雪
は
降
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
今
年
は
、
雪
国
十
日
町
が

ど
こ
に
い
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
ほ
ど
降
雪
の
少
な
い
暖
か
な
毎

日
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
少
雪
の
視
点
か
ら
改
め
て

森
林
総
合
研
究
所
の
観
測
デ
ー
タ
を

見
て
み
ま
し
た
。

大
正
６
年
か
ら
の
92
年
の
記
録
の

な
か
で
、
最
大
積
雪
深
が
１
ｍ
を
下

回
っ
て
い
る
年
は
、
昭
和
７
年
の
84

㎝
、
34
年
の
97
㎝
、
46
年
の
91
㎝
、

平
成
元
年
の
81
㎝
、
19
年
の
81
㎝
の

５
回
あ
り
ま
す
。
少
雪
の
年
は
当
然

な
が
ら
消
雪
の
日
も
早
く
、
平
成
元

年
が
３
月
１
日
と
最
も
早
い
消
雪
日

の
記
録
で
し
た
。
今
現
在
の
今
冬
の

最
大
積
雪
深
は
１
月
15
日
の
83
㎝
で

す
の
で
、
市
街
地
周
辺
で
は
平
年
よ

り
１
か
月
早
い
３
月
中
旬
こ
ろ
の
消

雪
は
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

雪
解
け
の
春
の
訪
れ
が
早
く
な
り

そ
う
で
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
が
、

国
体
ス
キ
ー
競
技
や
雪
ま
つ
り
会
場

の
準
備
な
ど
雪
不
足
で
の
苦
労
を
考

え
る
と
、
や
は
り
当
市
に
は
適
度
な

降
雪
が
必
要
、
そ
う
感
じ
た
の
は
私

一
人
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
あ
る
冬

の
夜
の
こ
と
で
す
。
正
念
寺
の
住

職
さ
ん
は
床
の
中
で
ぐ
っ
す
り
眠

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
と
寝
苦
し

く
な
っ
て
目
を
覚
ま
し
ま
し
た
。

「
う
ー
ん
」
と
両
手
を
伸
ば
し

て
あ
く
び
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
手
の
先
に
何
か
触
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。「
お
や
」
と
思
っ

て
手
で
な
ぞ
っ
て
み
る
と
、
何
や

ら
四
角
な
も
の
で
す
。「
た
ば
こ

盆
を
置
い
た
覚
え
は
ね
や
ん
だ
が

な
」
と
起
き
上
が
り
、
あ
ん
ど
ん

に
火
を
つ
け
て
確
か
め
よ
う
と
火

打
石
を
手
に
し
た
と
き
で
す
。

廊
下
の
障
子
に
さ
ら
さ
ら
と
衣

が
ふ
れ
る
音
が
し
て
、
遠
ざ
か
っ

て
い
く
足
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え

ま
す
。
そ
し
て
静
か
に
雨
戸
を
開

け
、
雪
の
中
を
さ
く
り
さ
く
り
と

去
っ
て
い
く
気
配
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
住
職
は
ぞ
く
っ
と
寒
気
を

感
じ
な
が
ら
雨
戸
を
開
け
て
み
る

と
、
人
の
足
跡
に
し
て
は
軽
い
か

す
か
な
足
跡
が
あ
り
、
庭
の
中
ほ

ど
で
か
き
消
す
よ
う
に
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
雪
明
か
り
で
、
さ

っ
き
手
に
触
れ
た
も
の
を
見
る

と
、
古
い
升
で
し
た
。

そ
こ
で
「
は
っ
」
と
気
が
付
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
の
こ
と
で
す
。
信
心
深

い
米
屋
の
清
次
郎
老
人
が
お
参
り

に
来
て
よ
も
や
ま
話
を
し
て
い
た

と
き
、
住
職
は
古
い
も
の
を
集
め

る
の
が
道
楽
で
し
た
の
で
、「
清

次
郎
ど
ん
、
お
前
さ
ん
ど
こ
に
は

米
を
量
る
古
い
升
が
あ
る
べ
。
一

つ
ゆ
ず
っ
て
も
ら
わ
ん
ね
か
の
」

と
頼
み
ま
し
た
。
清
次
郎
は
、「
あ

あ
、
い
い
ぜ
の
。
近
け
う
ち
に
届

け
る
っ
け
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。
間
も
な
く
し
て
、
老

人
が
病
に
倒
れ
た
と
い
う
話
が
、

お
寺
に
も
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。「

も
し
か
し
て
…
」
と
住
職
が

考
え
た
と
き
、
ド
ン
ド
ン
と
玄
関

の
戸
を
た
た
く
音
が
し
ま
す
。
出

て
み
る
と
、
案
の
定
、
清
次
郎
の

死
を
告
げ
る
使
い
で
し
た
。

二
日
後
に
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
斎
の
席
上
、
住
職
が
升
の

話
を
す
る
と
、
米
屋
で
は
、
そ
の

晩
か
ら
一
番
古
い
升
が
な
く
な
っ

て
、
み
ん
な
で
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
あ
あ
や
っ
ぱ
り
」「
信
心
深
か

っ
た
け
の
」「
必
ず
約
束
を
守
る

人
だ
っ
け
ん
が
」「
よ
っ
ぽ
ど
心

残
り
だ
っ
た
ん
だ
べ
」「
だ
っ
け
、

ゆ
う
れ
い
に
な
っ
て
届
け
た
ん
だ

の
」
…
。
会
葬
者
は
改
め
て
感
激

の
涙
に
ぬ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
正

念
寺
で
は
こ

の
升
を
「
ゆ

う
れ
い
升
」

と
呼
び
、
大

切
に
保
管
し

て
い
ま
す
。

　“足りないところは補い合って”という思い

から、『ジグソーパズル〜協力という名の絵・

３−１〜』を学級目標に掲げている３年１組。

英単語の確認テストではクラス平均90点以上

を目指し、達成したときはクラス全員でレクリ

エーションを楽しんでいます。いつもみんなで

協力し合い、明るく楽しい学校生活を送ってい

る22人の仲間たちです。

飯
塚
誠
さ
ん
・
渡
　
沙
也
佳
さ
ん

│
│

最
近
は

み
ん
な
が
ま
と
ま
っ
て
き
て
、
お
互
い
に
す
ぐ

協
力
し
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
育
祭

で
は
ク
ラ
ス
全
員
で
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
息
も
ピ

ッ
タ
リ
で
す
ご
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
卒
業

ま
で
間
も
な
い
け
ど
、
い
つ
も
ど
お
り
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
高
校
生
に
な
っ

た
ら
、
勉
強
と
部
活
を
両
立
さ
せ
て
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

羽
鳥
み
さ
と
先
生

│
│

個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー

で
す
。
レ
ク
活
動
や
行
事
な
ど
で
は
と
て
も
頑

張
り
ま
す
が
、
自
分
を
も
う
少
し
抑
え
て
、
全

体
を
考
え
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
最
初
の
こ
ろ
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
な
っ
て
き
て
ま
と
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
生
活
も
残
り
少
な
い
で

す
が
、
ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
の
か
、
し
っ

か
り
考
え
、
卒
業
式
を
迎
え
て
ほ
し
い
で
す
。
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「
ゆ
う
れ
い
の
升
」

  

の
巻

（
十
日
町
）
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見通しの悪い場所にカーブミラーを取り付ける支部役員

これからの農業農村　アドバイザーが提言

　２月７日㈯、越後妻有交流館キナーレで現代雪まつり発祥の地モニ
ュメント除幕式（十日町雪まつり実行委員会主催）が行われました。
現代雪まつり発祥60年を記念して建立されたモニュメントは、高さ
4.25メートル。昭和20年に記録した最大積雪深と同じ高さで制作さ
れました。暗く陰うつな雪国の生活を少しでも明るくしようと、雪ま
つりを提唱したのは、
当時の文化協会長であ
った故・高橋喜平氏。
式典には氏のご子息な
どの皆さんが岩手県盛
岡市から駆け付けまし
た。建立には北ロータ
リークラブをはじめ市
民有志、各種団体など
から1,000万円の寄付
が寄せられました。デ
ザインは彫刻家の藤巻
秀正氏によるもので、
雪国の生活をワラ帽子
をまとった７人の雪ん
子で表しています。

現代雪まつり発祥の地モニュメント建立

　２月12日㈭、松之山自然休養村センターで十日町農業普及
指導センター主催による市内の農村地域生活アドバイザーと
田口市長との懇談会が行われました。同アドバイザーは、農
業を営みながら農村女性の経営・社会参画の促進や地域の活
性化活動を行う皆さんで、市内には52人が県知事から認定さ
れています。この会には、33人が出席。畜産業を営む参加者
から、「私も農業者としての自覚から夫とともに認定農業者
に申請し、やりがいになっています」と事例発表がありまし
た。また、学校給食での地元農産物の活用や観光交流をとお
した農産物の販路拡大など積極的な意見が交わされました。

人
と
ト
キ
が
共
生
す
る
社
会
へ

　

昨
年
９
月
に
、
佐
渡
市
で
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ

の
う
ち
の
１
羽
が
、
２
月
上
旬
に
市
内
の
水
田

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
、
ト
キ
の

行
動
の
デ
ー
タ
収
集
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
を
行

い
、
生
息
環
境
の
整
備
や
今
後
の
放
鳥
技
術
の

向
上
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
ト
キ
を
見
つ
け
た

ら
驚
か
さ
な
い
よ
う
に
や
さ
し
く
静
か
に
見
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
断
で
私
有
地
や
農
地

に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。「
種
の
保
存
法
」

に
よ
り
、
個
体
の
捕
獲
や
譲
渡
な
ど
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
拾
っ
た
羽
根
を
他
人
に
譲
り

渡
す
な
ど
の
行
為
は
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。

雪をとおして元気に交流　やまて・中条交流事業

　２月13日㈮から15日㈰にかけて、第13回やまて・中条冬
交流事業が行われ、山手小学校（岡山県総社市）の６年生や
保護者など74人が来市しました。14日㈯には、午前中に博
物館やトキめき新潟国体の会場となる吉田クロスカントリー
競技場を見学し、午後からは市陸上競技場で雪玉的当てリレ
ーや雪つみゲームなどの雪国遊びを体験。例年にない少雪の
影響で、恒例のクロスカントリースキー体験が中止になった
り、雪国遊び体験の会場を急きょ変更したりとハプニングは
ありましたが、児童たちは、「冷たい！」「気持ちいい」と大
はしゃぎしながら雪の感触を楽しんでいました。

最
新
鋭
の
消
防
ポ
ン
プ
車
導
入

　

十
日
町
地
域
消
防
署
に
圧
縮
空
気
泡
混
合
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
な
ど
、
最
新
鋭
の
装
備

を
搭
載
し
た
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
（
Ｃ
Ｄ
―
Ⅱ
型
）
が
導
入
さ
れ
、
２
月
５
日

㈭
、
十
日
町
地
域
消
防
署
で
納
車
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
、
車
両
の
配
管
内
で
水

と
消
火
薬
剤
を
混
合
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に

よ
り
強
制
的
に
空
気
を
注
入
し
消
火
泡
を
作
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
搭
載
し
て
い
る
９
０
０

リ
ッ
ト
ル
の
水
で
約
１
５
、
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

の
放
水
と
同
等
の
消
火
能
力
を
発
揮
し
、
今
後

の
火
災
現
場
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　㈶十日町地区交通安全協会（児玉昭一郎会長）が、全国「優良交通
安全協会」表彰を受賞しました。これは、交通安全運動推進のため組
織をあげて尽力し、交通事故防止に努めた協会を表彰するもので、１
月16日㈮、㈶全日本交通安全協会から授与されました。同協会は昭和
24年に任意団体として発足して以来、交通安全運動や教育などを行っ
ていて、平成16年には現十日町市・津南町で14人だった交通事故死
者数が、昨年は３人に減るなどの功績を上げています。同協会の貝瀬
松美事務局長は、「運転者講習会や高齢者交通安全講習会などを年間
約50回行うなど、地道な活動の効果であり、地域や運転者など皆さん
のご協力のおかげです」と、今後の事故撲滅に意欲を注いでいました。

十日町地区交通安全協会　全国表彰

　

２
月
16
日
㈪
、
十
日
町
合
同
庁
舎
で
田
口
市

長
が
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
を
行
い
ま

し
た
。
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
申
告
・
納
税
の
手
続
き
を
行
う
シ
ス
テ
ム

で
、
電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

を
準
備
す
れ
ば
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
定
申
告

が
で
き
ま
す
。
今
年
か
ら
は
市
役
所
本
庁
に
も
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
装
備
し
た
パ
ソ
コ
ン

が
設
置
さ
れ
、
同
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
田
口
市
長
は
、「
自
宅
で
申
告

が
で
き
る
の
は
便
利
。
遠
距
離
の
人
は
特
に
利
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

田
口
市
長
が
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告

撮影：南雲敏夫さん
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十日町市住みよい環境づくり
審議会委員を募集します

　市では、環境基本計画の実現を目指し、市長の諮

問に応じて環境保全などに関する事項の調査審議を

行う審議会の委員を募集します。

◎募集人数：５人（審議会は20人以内で構成）

◎応募資格：満20歳以上で市内に住所を有する人

◎任期：委嘱の日から平成24年３月31日まで（３年）

◎報酬：１回の出席につき5,500円（税込）

　※会議は年１回程度開催予定

◎応募方法：自然環境保全・地球温暖化・バイオマ

　ス・省エネ・３Ｒなど環境に関する作文（400字

　程度）に住所、氏名、性別、生年月日、電話番号、

　職業を記載して提出

◎応募期間：３月２日㈪〜16日㈪（必着）

◎選考方法：原則は書類審査

　※結果は３月中旬に本人に文書で通知

◎申込み・問合せ

　市民生活課環境政策室環境企画係☎757-3740

●
期
日
＝
①
３
月
２
日
㈪
②
３
月
６

日
㈮
③
３
月
13
日
㈮
●
時
間
＝
①
午

後
７
時
～
８
時
30
分
②
③
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
は
開
始
30

分
前
～
）
●
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ

ン
タ
ー
●
受
講
料
＝
無
料
●
内
容
＝

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

つ
い
て
学
ぼ
う
②
生
活
習
慣
を
見
直

湯
●
参
加
費
＝
無
料
※
入
館
料
が
別

途
必
要
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７
６

８
―
２
９
０
８
）

●
期
間
＝
３
月
１
日
㈰
～
28
日
㈯
●

会
場
＝
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
●
対
象
＝
幼
児
・
学
童
●
受

講
料
＝
５
、
５
０
０
円
（
４
回
受
講

可
）
※
送
迎
バ
ス
あ
り
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

　
自
動
車
を
動
か
す
水
素
の
力
や
、

糖
尿
病
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
多
く
の

病
気
を
改
善
す
る
と
い
わ
れ
る
活
性

水
素
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
●
日
時

＝
３
月
20
日
（
春
分
の
日
）
午
後
１

時
～
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
テ
ー
マ
＝
「
目
に
見
え
な
い

危
険
と
幸
せ
を
見
逃
さ
な
い
で
」
●

講
師
＝
堺
一
寿
氏
（
ブ
リ
ン
グ
ア
ッ

プ
㈱
社
長
）
●
問
合
せ
＝
藤
井
（
☎

７
６
９
―
２
０
２
４
）

●
日
時
＝
３
月
21
日
㈯
午
前
７
時
30

分
受
付
開
始
●
会
場
＝
中
条
桂
ス
キ

ー
場
●
参
加
費
＝
小
学
生
以
上
１
、

５
０
０
円
、
幼
児
５
０
０
円
●
申
込

み
期
間
＝
３
月
10
日
㈫
～
16
日
㈪
※

当
日
申
込
み
可
（
当
日
午
前
８
時
20

分
ま
で
）
●
変
更
・
中
止
に
つ
い
て

＝
３
月
９
日
㈪
ま
で
に
決
定
※
要
問

合
せ
の
う
え
申
込
み
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
参
加
費
を
添
え
て
十
日
町
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
（
ホ
ン
マ
科
学
㈱
内
☎

７
５
７
―
２
４
９
３
）

●
日
時
＝
３
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～

●
会
場
＝
枯
木
又
交
流
施
設
「
の
っ

と
こ
い
」
●
参
加
費
＝
一
般
２
、
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、
０
０
０

円
、
幼
児
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
３
月
18
日
㈬
ま
で
に
春
川
（
☎
７

５
９
―
２
２
１
６
）

　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が
事
故

に
遭
っ
た
場
合
に
市
町
村
と
し
て
救

済
対
策
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
県
内
全
市
町
村
で
行
う
県
民
相

互
救
済
制
度
で
す
。
●
会
費
＝
１
人

５
０
０
円
●
申
込
み
＝
各
世
帯
に
配

布
し
た
申
込
書
に
記
入
し
、
町
内
会

ま
た
は
金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環

境
政
策
室
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５

８
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

●
募
集
期
間
＝
２
月
27
日
㈮
～
３
月

そ
う
（
運
動
編
）
③
生
活
習
慣
を
見

直
そ
う
（
食
事
編
）
●
講
師
＝
医
師
、

健
康
運
動
指
導
士
、
管
理
栄
養
士
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成

人
保
健
係
（
内
線
１
２
４
）

　
江
戸
時
代
の
旅
の
様
子
や
越
後
の

名
所
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
●
日
時

＝
３
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30

分
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加
費
＝
無

料
●
定
員
＝
80
人
●
講
師
＝
渡
部
浩

二
さ
ん
（
県
立
歴
史
博
物
館
主
任
研

究
員
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　
お
し
ゃ
べ
り
や
温
泉
で
日
ご
ろ
の

ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
ま
し
ょ
う
。
●

日
時
＝
３
月
９
日
㈪
午
前
11
時
～
午

後
１
時
●
会
場
＝
千
手
温
泉
千
年
の

 「森の学校」キョロロ
３月の里山体験プログラム

●参加費
　大人500円、小・中・高生300円
　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

期　日 時間・テーマ

１日㈰
午後１時30分〜３時
晩冬の里山生き物探険

８日㈰
午前10時〜午後３時
布ぞうり作り

15日㈰
午後１時30分〜３時
晩冬の里山生き物探険

21日㈯
午前５時30分〜８時30分
探鳥会

29日㈰
午後１時30分〜３時
晩冬の里山生き物探険

13
日
㈮
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み

条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維

持
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

　
市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会
し

て
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
音
楽
祭
で
す
。
出
演
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
●
開
催
日
＝
７
月
５
日

㈰
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
３
月
22
日
㈰
ま
で
に
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

●
募
集
種
目
＝
①
幹
部
候
補
生
②
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
術
）
③
２

等
陸
・
海
・
空
士
●
受
験
資
格
＝
①

22
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大
卒
程
度
の

学
力
が
あ
る
人
（
22
年
４
月
１
日
現

在
）
②
一
般

：

18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
人
、
技
術

：

18
歳
以
上
55
歳
未
満

の
人
（
21
年
７
月
１
日
現
在
）
③
18

歳
以
上
27
歳
未
満
（
21
年
４
月
１
日

現
在
）
●
申
込
み
締
切
＝
①
５
月
12

日
㈫
②
４
月
13
日
㈪
③
随
時
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
防
衛
省
自
衛
隊
新
潟

地
方
協
力
本
部
長
岡
出
張
所
（
☎
０

２
５
８
―
33
―
０
２
５
６
）

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
を
利
用

す
る
と
、
毎
月
納
付
す
る
手
間
が
省

け
て
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
、
保

険
料
の
割
引
も
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
に
よ
る
前
納
制
度
は
さ
ら
に
お
得

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●

割
引
額
＝
▼
納
付
書
で
の
納
付

：

６
か
月
前
納
７
１
０
円
引
き
、
１
年

前
納
３
、
１
２
０
円
引
き
▼
口
座
振

替

：

早
割
り
50
円
引
き
、
６
か
月
前

納
１
、
０
０
０
円
引
き
、
１
年
前
納

３
、
６
９
０
円
引
き
●
口
座
振
替
の

手
続
き
（
前
納
の
場
合
）
＝
３
月
６

日
㈮
ま
で
に
、
金
融
機
関
や
郵
便
局

な
ど
で
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振

替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
●
手
続
き
に
必

要
な
も
の
＝
①
国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
②
預
（
貯
）
金
通
帳
③
通

帳
届
出
印
●
問
合
せ
＝
六
日
町
社
会

保
険
事
務
所
（
☎
０
２
５
―
７
１
６

―
０
８
０
１
）

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数

川
西下平新田団地

昭和47年度建築
木造２階建

６帖３室、
DK

20,000円 １戸

松
代

善宗塚住宅
昭和51年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

11,800円　
〜19,600円

１戸

下町第２住宅
（特定公共賃貸住宅）

平成７年度建築
木造高床３階建

９帖１室（一部ロフ
ト付き）、６帖１室、

LDK
50,000円 １戸

松
之
山

松之山第一住宅
昭和55年度建築
簡易耐火造３階建

６帖３室、
K

14,800円　
〜24,600円

１戸

　
２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
11
期

及
び
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
第
11
期
の
納
付
月
で
す
。

期
限
（
３
月
２
日
）
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護

国
保
課

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
、
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証

明
書
を
付
け
て
申
告
期
限
内
に
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら

最
高
５
、
０
０
０
円
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19
年
分

で
適
用
を
受
け
た
人
を
除
く
）。
医

療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
提
出
・
提
示
も
省
略
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.e-ta
x
.n

ta
.

g
o
.jp

）
へ
●
問
合
せ
＝
十
日
町
税

務
署
（
☎
７
５
２
―
３
１
８
１
）

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
20

日
㈷

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
20
日
㈷

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

お忘れなく！
灯油購入費助成事業の申請は
３月31日㈫までです

　対象は、世帯全員が市民税非課税
の世帯です。申請をしていない世帯
は、至急申請をしてください。
◎問合せ
　福祉課高齢福祉係☎757-9758

むし歯のないよい歯の子
１月の３歳児健診を受けた子25人
よい歯の子 住　所 保護者

滝 沢 藍
あい

騎
き

（下川原町） 心

小 海 琉
りゅう

星
せい

（新座１） 建

上 村 藍
あい

夏
か

（本町７- １） 穣

水 谷 彩
あや

奈
な

（三和町） 徹平

白 川 翔
しょう

太
た

（四日町１） 洋樹

真 霜 煌
こう

星
せい

（四日町１） 崇

相 澤 美
み

鈴
すず

（南新田町２） 剛

髙 橋 日
ひ

菜
な

（中条八幡） 峰人

岡 村 あ ず さ（北新田３） 洋二

山 本 圭
けい

介
すけ

（千歳町１） 大

相 崎 一
いっ

心
しん

（稲葉） 正太

山 口 和
わ

叶
かな

（馬場２） 一彦

樋 口 結
ゆう

愛
あ

（上野） 敏浩

小 海 直
なお

也
や

（小根岸） 隆

高 橋 翔
さね

大
ひろ

（室島） 賢政

上 原 大
だい

心
しん

（上山） 将

市 村 明
あ

日
す

菜
な

（山崎） 英則

髙𣘺み な み （松代） 将樹

※保護者の承諾を得て掲載しています

自
衛
官
募
集

市
民
健
康
講
座

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ
第
４１
回
十
日
町

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
２
０
０
９

桂
ス
キ
ー
場
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

と
お
か
ま
ち
市
民
楽
校

（
県
立
歴
史
博
物
館
出
前
講
座
）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
　
イ
マ
ジ
ン

設
立
記
念
講
演
会

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め
よ
う
！

〜
確
定
申
告
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
〜

お
得
で
す
！

国
民
年
金
の「
前
納
制
度
」

第
２１
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

出
演
団
体
募
集

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

春
の
特
別
教
室

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

手
打
ち
そ
ば
の
会

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

２１
年
度
交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

２
月
の
納
税
・
納
付

３
月
の
休
館
日
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4957 

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ

2009年3月 March2009年3月 March

(高)

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松之山支所　10日㈫　  ▽松代支所　13日㈮
 　▽川西支所　　24日㈫　 ▽中里支所　27日㈮

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●日　時　21日㈯　午後２時〜３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや

●日　時　12日㈭　午前10時〜11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日　時　３日㈫・10日㈫・17日㈫ 午前10時〜11時

　　　　　※３日はひなまつり、17日は閉級式

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　サンクロス

●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

期　日  時　間  会　場 医　師

４日㈬ 午後２時〜４時 十日町保健センター
有田医師

（中条第二病院）

10日㈫ 午後２時〜４時 津南町保健センター 山下医師
（山下メンタルクリニック）

●日　時　21日㈯　午前10時〜11時

●対　象　乳幼児〜小学３年生

●会　場　千手中央コミュニティセンター

●問合せ　山田　☎768-3865

 おはなしの会「ふきのとう」

　３月はお休みです。

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日　時　14日㈯　午前10時〜11時

●対　象　乳幼児〜小学生

●会　場　下条公民館

●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●日　時　７日㈯　午前10時30分〜11時30分

●対　象　どなたでも参加できます

●会　場　加賀書院

●問合せ　加賀書院　☎752-2114

※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています。

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係（内線126）または、十日町

　地域振興局健康福祉部地域保健課☎757-2402

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも相談できます。

●ちびっこひろば ●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

13日㈮　中里総合センター　午前10時〜正午

　　　　十日町病院　　　午後１時45分〜３時30分

31日㈫　十日町市役所　　午前10時〜正午

　　　　　　〃　　　　　午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

●全血献血

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です　※20日㈷は休み
　毎週月〜金曜日　午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　毎週木曜日　午前10時〜午後４時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】24日㈫　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：はあとふる川西

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　18日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　９日㈪・23日㈪　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　12日㈭・26日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

(ふ)

▼
こ
の
市
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
は
、
国

体
、
雪
ま
つ
り
も
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
雪
の
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
今
年
は
小
雪

な
の
で
主
催
者
は
工
夫
を
凝
ら
し
て
計
画

を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い

ろ
出
か
け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
先
日
、
あ
る
酒
蔵
で
新
酒
を
飲
む
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
飲
み
や
す
い
味
で
す
が
、
だ
ま

さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
度

は
結
構
高
く
、
以
前
一
度
飲
み
す
ぎ
て
、

頭
は
割
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
す
が

な
ぜ
か
腰
が
立
た
な
い
と
い
う
不
思
議
な

酔
い
方
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
気
を
付
け
て
飲
ん
だ
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
め

ば
飲
む
ほ
ど
脳
が
縮
小
す
る
と
い
う
研
究

結
果
が
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た
そ
う
で

▼
現
代
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
、
建
立
の
発
議
か
ら
10
年
の
歳
月
を

経
て
、
60
回
の
記
念
を
迎
え
る
年
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
20
年
に
記
録
し
た
最

大
積
雪
深
４
・
25
ｍ
の
高
さ
で
制
作
さ
れ

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
豪
雪
地
十
日
町
の

歴
史
と
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
の
誇
り
を
市

民
の
心
に
深
く
刻
む
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
暖
か
く
な
り
、
す
っ
か
り
春
の
陽
気
で
す
。

春
と
聞
い
て
心
躍
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
花
粉
症
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
か
な

り
憂
う
つ
で
す
。
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
は
手
放

せ
ま
せ
ん
が
、
シ
ソ
が
効
く
と
聞
け
ば
シ
ソ

に
ハ
マ
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
体
質
改
善
に
良

い
と
聞
け
ば
毎
日
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
っ
た
り

す
の
で
、
適
量
に
楽

し
く
飲
む
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

も
し
ま
し
た
。
今
年

は
穏
や
か
な
春
が
訪

れ
ま
す
よ
う
に
。

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

26日㈭
午後１時
　〜１時30分

20年11月
生まれの

乳 児

10か月児
健診

18日㈬ 午後１時〜２時
20年５月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

25日㈬
午後１時
　〜１時30分

19年９月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

18日㈬
午前９時
　〜９時30分

18年９月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

19日㈭
午後１時
　〜１時30分

17年９月
生まれの

幼 児

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

中条病院 北原 757-3018

石川医院 津南町 766-2061

山口医院 下条中央通り 755-2003

津南病院 津南町 765-3161

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

庭野医院 寿町４ 752-2711

上村病院 田中 763-2111

中条病院 北原 757-3018

８日㈰

15日㈰

１日㈰

22日㈰

20日㈷

29日㈰

●休日救急医

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●乳幼児健診

対象児と内容 開　催　日

２か月〜４か月児
離乳食準備〜初期

４日㈬　　　

６か月〜９か月児
離乳食中期〜後期

17日㈫　　　

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場においでください

持 ち 物　母子健康手帳・

　　　　　筆記用具

●健康相談 保健師による相談

期　日 会　　　場 受付時間

２日㈪・16日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

３日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

10日㈫

新座コミュニティセンター 午前9時30分〜11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分〜3時30分

川治公民館 午前9時30分〜11時30分

12日㈭
吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

山谷集会所 午後1時30分〜3時30分

13日㈮

羽根川荘 午前9時30分〜11時30分

水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

平成園 午後1時30分〜3時30分

16日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

23日㈪
松之山支所 午前8時30分〜11時30分

中里支所 午前9時〜11時30分

27日㈮

中条公民館 午前9時30分〜11時30分

北原集落センター 午後1時30分〜3時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

上新田自治会館 午後1時30分〜3時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●離乳食教室
診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時
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１１

劇
団
　御
の
字

　「
映
画
を
作
ろ
う
」。
映
画
好
き
の
仲
間
５

～
６
人
が
公
民
館
事
業
の
十
日
町
青
年
学
級

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
」
に
集
ま
っ
た
こ
と

が
劇
団
に
歩
み
出
す
き
っ
か
け
。「
ス
タ
ッ

フ
や
セ
ッ
ト
、
演
出
効
果
な
ど
１
本
の
映
画

を
作
る
に
は
多
額
の
お
金
が
必
要
で
限
界
が

あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
身
近
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
を
演
じ
た
い
、そ
ん
な
思
い
か
ら
、

演
劇
な
ら
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
、
予
算
の
中

で
作
品
に
広
が
り
が
出
せ
る
と
演
劇
に
足
を

踏
み
入
れ
ま
し
た
」
と
話
す
代
表
の
二
瓶
光

さ
ん
（
西
本
町
１
・
39
歳
）。
高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
漫
画
や
小
説
を
書
く
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
現
在
も
脚
本
や
演
出
な
ど
を
手
掛
け

な
が
ら
社
会
の
こ
と
や
人
情
の
機
微
を
作
品

に
表
し
て
い
ま
す
。
団
員
の
多
く
は
、
高
校

時
代
に
演
劇
を
や
っ
て
い
た
り
チ
�
リ
テ
�

ー
な
ど
で
劇
を
や
っ
た
り
し
た
人
が
、
演
劇

を
続
け
た
い
と
集
ま
っ
た
の
で
、
下
地
は
バ

ッ
チ
リ
。
よ
り
深
み
の
あ
る
演
技
を
目
指
す

た
め
に
、
市
外
へ
演
劇
ワ
ー
ク
シ
�
ッ
プ
に

も
出
か
け
、
発
声
、
ス
テ
ー
ジ
の
立
ち
振
る

舞
い
な
ど
を
団
員
同
士
が
互
い
に
指
摘
し
合

い
学
び
合
い
な
が
ら
、
演
技
に
磨
き
を
か
け

て
い
ま
す
。
現
在
の
団
員
は
20
人
。
中
学
生

か
ら
40
歳
代
ま
で
幅
広
く
、
市
外
か
ら
も
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。「
市
民
会
館

の
よ
う
な
い
い
施
設
が
市
内
に
あ
る
の
で
、

こ
こ
を
満
席
に
す
る
の
が
目
標
で
す
。
そ
し

て
、
や
が
て
は
市
外
に
も
知
ら
れ
る
劇
団
に

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
二
瓶
さ
ん
。

劇
団
　
御
の
字
の
夢
は
広
が
り
ま
す
。

●
問
合
せ
は
、
劇
団
御
の
字
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。http://onnoji.ok

oshi-y
a
su.c

om
/

　

平
成
5
年
に
初
回
公
演
を
行
い
、
昨
年
、
１５
周
年
記
念
公
演
を
行
っ
た
「
劇
団　

御
の

字
」。
演
劇
の
魅
力
に
引
か
れ
た
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、
一
年
間
に
２
〜
３
回
行
う
公
演

に
日
々
熱
意
を
注
い
で
い
ま
す
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
親
し
み
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

に
、
団
員
の
作
る
楽
し
さ
、
演
じ
る
楽
し
さ
を
加
え
な
が
ら
幅
広
い
人
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
演
劇
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

違
う
自
分
　
演
技
で
表
現

　演技を指導する二瓶さん（写真
右）。メンバーが互いに台詞や仕草
の一つひとつをチェックすること
で、リアルなシーンが生まれます。　照明・音響器材操作なども大切な

作品制作のうち。舞台で役を演じる
こともあれば裏方を務めることもあ
ります。

　昨年10月、劇団のホームページを見て入団した田村香菜絵さん（16歳写
真左）は、１月に行われた演劇祭りで主役に抜擢。田村さんは、「普段にな
い立場に自分を置けることがおもしろいです。遣い慣れない台詞に戸惑いが
あるけど、それが演劇のいいところ」とだいご味を話します。
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